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　▲受賞作品を朗読する佐藤さん（左）と若松さん（右）　▲受賞作品を朗読する佐藤さん（左）と若松さん（右）

駐車場では大太鼓の演奏と特産品を販売駐車場では大太鼓の演奏と特産品を販売 会場の一室に設けられた畠山義郎特別展会場の一室に設けられた畠山義郎特別展

　▲受賞者一人一人に表彰状が手渡された表彰式　▲受賞者一人一人に表彰状が手渡された表彰式
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☆国民文化祭実行委員会会長賞

　【中・高校生の部】 　森吉中２年　菅原　亜子
☆第29回国民文化祭北秋田市実行員会会長賞

　【小学生の部】 大阿仁小１年　伊藤　颯汰
☆日本現代詩人会会長賞

　【中・高校生の部】 　阿仁中２年　吉田　早良
☆日本詩人クラブ会長賞

　【小学生の部】 　綴子小４年　畠山　陸斗
　【中・高校生の部】　　阿仁中３年　福森　　樹
☆秋田県現代詩人協会会長賞

　【小学生の部】　　　　前田小３年　西根　若菜
☆詩の国あきた詩人賞

　【小学生の部】　　　鷹巣西小５年　成田　風花

☆文部科学大臣賞☆文部科学大臣賞

【小学生の部】

【中・高校生の部】
　「しゅくだい」　　　　前田小１年　若松　璃胡

　「君といっしょに」　　鷹巣中３年　佐藤　　嶺

入賞された北秋田市民の方々入賞された北秋田市民の方々

　
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４
・
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
文
芸
祭

現
代
詩
大
会
」
が
、
10
月
26
日
に
文
化
会
館
で
開
催
さ
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、
約
５
０
０
人

が
来
場
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、
盛
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に
行
わ
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ま
し
た
。

　
国
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祭
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き
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２
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１
４
・
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
文
芸
祭

現
代
詩
大
会
」
が
、
10
月
26
日
に
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
人

が
来
場
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、「
駒
踊
り
と
朗

読
」
と
題
し
て
、
元
合
川
町
長
で
詩
人
と

し
て
も
知
ら
れ
る
故
・
畠
山
義
郎
氏
の

「
幻
想―

踊
る
駒
」
を
、
秋
田
北
鷹
高
校

演
劇
部
の
関
俊
平
さ
ん
と
多
賀
谷
美
穂
さ

ん
が
朗
読
し
た
あ
と
、
上
杉
獅
子
踊
り
保

存
会
の
迫
力
あ
る
駒
踊
り
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
を
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
主
催
者
を
代
表
し
て
文
化

庁
芸
術
文
化
課
の
加
藤
敬
課
長
が
「
題
材

と
す
る
対
象
と
深
く
向
き
合
い
、
自
ら
の

心
を
見
つ
め
、
選
び
抜
か
れ
た
言
葉
に

よ
っ
て
様
々
な
情
感
を
伝
え
る
現
代
詩
は

素
晴
ら
し
い
芸
術
表
現
の
一
つ
。
詩
の
世

界
を
愛
す
る
全
国
の
方
々
が
今
後
も
優
れ

た
作
品
を
創
作
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
す
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
津
谷
市
長
は
「
文
化
継
承
活

動
に
励
ま
れ
て
い
る
方
々
や
次
世
代
を
担

う
若
者
が
、
文
化
の
力
を
再
確
認
す
る
国

民
文
化
祭
。
県
内
各
地
で
様
々
な
文
化
交

流
が
さ
れ
て
い
る
が
、
当
市
で
現
代
詩
大

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

先
に
披
露
さ
れ
た
畠
山
義
郎
氏
の
功
績
が

大
き
く
、
改
め
て
そ
の
偉
大
さ
を
実
感
し
、

そ
の
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
。
こ
の

大
会
が
今
後
の
現
代
詩
の
更
な
る
発
展
に

繋
が
り
、
文
化
振
興
を
よ
り
一
層
推
し
進

め
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
あ
と
、
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
応
募
さ
れ
た

４
６
０
０
編
の
作
品
の
中
か
ら
、
文
部
科

学
大
臣
賞
や
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会

長
賞
、
秋
田
県
知
事
賞
、
北
秋
田
市
長
賞

な
ど
に
入
賞
し
た
、
合
わ
せ
て
37
人
の
受

賞
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
は
、

前
田
小
学
校
１
年
の
若
松
璃
胡
さ
ん
、
鷹

巣
中
学
校
三
年
の
佐
藤
嶺
さ
ん
、
秋
田
市

の
鶴
巻
大
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
審
査
委
員
を
代
表
し
、
日
本
現
代
詩
人

会
の
朝
倉
宏
哉
・
文
芸
祭
現
代
詩
大
会
審

査
委
員
長
は
「
最
終
審
査
委
員
は
、
日
本

現
代
詩
人
会
・
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
・
秋
田

県
現
代
詩
人
協
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
人
の

計
９
人
が
３
部
門
に
分
か
れ
、
作
者
や
出

身
が
分
か
ら
な
い
状
態
に
し
て
作
品
の
み

で
審
査
を
行
っ
た
。
後
日
結
果
を
見
て
、

秋
田
県
の
入
賞
者
が
飛
び
ぬ
け
て
多
く
、

特
に
秋
田
の
小
・
中
学
生
が
優
れ
た
詩
を

書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
。
言

葉
の
力
は
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、

そ
こ
に
詩
を
書
く
意
味
が
あ
る
と
思
う
。

今
大
会
の
開
催
に
よ
り
、
秋
田
の
地
に
新

し
い
風
が
吹
い
た
こ
と
が
審
査
委
員
と
し

て
心
強
く
思
う
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
、

こ
の
あ
と
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
３
部
門
の
作
者
が
、
自
身
の
作
品
を
朗

読
し
て
受
賞
作
品
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
は
じ
め

に
秋
田
北
鷹
高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
縦
５
メ
ー

ト
ル
・
横
７
メ
ー
ト
ル
の
一
枚
の
大
き
な

紙
に
、
８
人
の
部
員
が
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
軽
快
に
筆
を
走
ら
せ
、
学
校
生
活
や
日

常
生
活
の
中
で
生
ま
れ
て
く
る
感
謝
の
言

葉
を
書
で
表
現
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
あ
と
、
秋
田
県
現
代
詩
人
協
会
の

福
司
満
・
副
会
長
が
「
秋
田
の
県
北
だ
け

で
も
約
50
種
類
あ
る
獅
子
踊
り
の
大
半
は

三
角
関
係
を
表
し
て
い
る
が
、
綴
子
の
獅

子
踊
り
は
水
不
足
や
疫
病
の
祈
願
で
あ

る
」
な
ど
と
紹
介
し
な
が
ら
、「
愛
と
恋
の

『
獅
子
踊
り
』」
と
い
う
詩
の
朗
読
と
、
綴

子
大
太
鼓
上
町
保
存
会
に
よ
る
獅
子
踊
り

が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、「
地
域
文
化
と
詩
、

方
言
と
風
土
」
を
テ
ー
マ
に
、
タ
レ
ン
ト

の
伊
奈
か
っ
ぺ
い
さ
ん
と
、
詩
人
の
あ
ゆ

か
わ
の
ぼ
る
さ
ん
に
よ
る
記
念
対
談
が
行

わ
れ
、
方
言
を
交
え
な
が
ら
秋
田
や
東
北

に
つ
い
て
面
白
お
か
し
く
語
ら
れ
る
対
談

に
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
次
回
の
現
代
詩
大

会
開
催
地
で
あ
る
鹿
児
島
県
南
九
州
市
へ

の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、
最
後
は
北
秋
田

市
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三
の
代
表
曲

「
浜
辺
の
歌
」を
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
、

現
代
詩
の
祭
典
を
閉
じ
ま
し
た
。　
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佐
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佐
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多
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催
し
で
全
国
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催
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ん


